様式１
令和　　年　　月　　日

令和８年度畜産業振興事業応募書
	
	受付番号

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	


（記入しないでください。）

	応募対象事業名
(メニュー名)
	




	応募団体名
	

	住　　　所
	

	代表者氏名
	



	補助金申請計画額
	
                                          千円




	連絡先
	フリガナ
担当者名
所属部署
職名
郵便番号
住所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
メールアドレス
	








（注)連絡先の住所が上記応募団体の住所と同一の場合は、｢同上｣としてください。


応募団体の概要
	応募団体の概要を定款等に規定された内容に基づき、下記の事項について簡潔に記入してください。

１　沿　革　（設立、名称変更、合併等）



２　設　立　の　目　的



　３　事　業　（定款等に規定された応募団体の主な事業）



　４　構　成　員　（出資者、株主等）（令和〇年〇月〇日現在）






	暴力団員に該当しない旨の確認事項

	・　応募団体の役員等（代表者、役員、理事、取締役その他名称にかかわらず経営に実質的に関与している者をいう。）が、暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員をいう。）でないこと。

	☐　上記について間違いないことを確認しました。


※　内容を確認の上、ボックスに☑印をご記入ください。なお、☑印が無い場合は、応募できません。

	個人情報の取扱いに関する同意

	・　応募のために提供いただく個人情報は、適切な管理の下、公募審査のためにのみ使用し、それ以外の目的では使用しません。

	☐　上記について同意しました。


※　内容を確認の上、ボックスに☑印をご記入ください。なお、☑印が無い場合は、応募できません。
複数の応募対象事業（メニュー）を選択したため、本応募書に団体概要を添付していない場合は、どの応募対象事業の応募書に添付したか次に記入してください。
	添付した応募対象事業名
（メニュー名）
	






様式２
	事　業　実　施　体　制



	応募対象事業名
(メニュー名)
	




Ⅰ　応募団体の体制

1　事業執行体制
	
	所属
	氏名
	備考

	事業責任者
	
	
	

	担　当　者
	
	
	


（注）事業責任者又は担当者が複数の場合、業務所掌を備考欄に明記してく
ださい。

事業責任者の概要
	氏名（フリガナ）
	

	所属部署・職名
	

	略歴
	


（注）この様式は、事業責任者について作成してください。

　　決裁経路
	


（注１）決裁経路を模式図等により簡潔に記入してください。
（注２）常勤・非常勤役員との関係を明確にしてください。


２　経理執行体制
	
	所属
	氏名
	備考

	経理責任者
	
	
	

	担　当　者
	
	
	


（注）経理責任者又は担当者が複数の場合、業務所掌を備考欄に明記してく
ださい。

　　経理責任者の概要
	氏名（フリガナ）
	

	所属部署・職名
	

	略歴
	


（注）この様式は、経理責任者について作成してください。

決裁経路
	


（注１）決裁経路を模式図等により簡潔に記入してください。
（注２）常勤・非常勤役員との関係を明確にしてください。

※　業務執行規程や決裁権限規程などの事業執行体制を定めた規程について、別途応募団体の活動がわかる資料として添付している場合、その旨を記入してください。


Ⅱ　間接補助事業者に対する事業執行
　
間接補助事業者に対して補助金等を交付する事業の場合、応募者が間接補助事業者との間で行う補助金交付等の手続について、模式図等により簡潔に記入してください。

　　補助金交付等の手続
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様式３　審査項目のイ　事業執行方法の妥当性

	以下のそれぞれの項目につき、自らの提案がどのように満たしているのか、どのように優れているのかについてわかりやすく記入してください。

	
（ア）課題の抽出・分析手法は妥当なものであるか。









（イ）取組内容、取組手法が明確であるか。









（ウ）取組内容、取組手法に事業効果を高めるための工夫が見られるか。















様式４　審査項目のウ　事業計画の妥当性、効率性

	以下のそれぞれの項目につき、自らの提案がどのように満たしているのか、どのように優れているのかについてわかりやすく記入してください。

	
（ア）手法、日程等に無理がなく、目的に沿った実現性はあるか。














（イ）事業効果の達成のために、日程、作業手順等が効率的であるか。




















様式５　審査項目のエ　組織としての事業実施能力

	以下の項目につき、自らの提案がどのように満たしているのか、どのように優れているのかについてわかりやすく記入してください。

	
（ア）事業の遂行が可能な人員の確保がなされているか。






（イ）事業を行う上で適切な財産基盤、経理処理能力を有しているか。






（ウ）幅広い知見・ネットワークを持っているか。






（エ）優れた情報収集能力を持っているか。














様式６　審査項目のオ　事業実施に当たっての管理、人員体制

	以下の項目につき、自らの提案がどのように満たしているのか、どのように優れているのかについてわかりやすく記入してください。

	
　円滑な事業遂行のための人員体制が組み込まれているか。
（必要に応じ、実施体制図を記入してください。）


































様式７　事業効果と検証方法

	事業の成果・効果について、その根拠も示しつつ具体的に記入してください。

	














	効果の検証方法

	





















様式８　１．肉用牛経営安定対策補完事業（肉用牛輸送体制持続化支援事業）

１　総括表
	事業・内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	機構
補助金
	事業
実施主体
	

	
[bookmark: _Hlk219361528]１　広域輸送体制持続化支援事業

２　地域内輸送体制持続化支援事業


	　千円
	　千円
	千円
	　


（注）事業を委託して実施する場合は、備考欄に委託予定先を記入するとともに、該当する事業費の上段にその委託費の額を（　）書きで記載すること。

２　事業の目的
	






３　事業の内容
（１）広域輸送体制持続化支援事業
ア　輸送体制効率化等推進事業
	時期
	設置場所
	内容
	備考（積算基礎）

	

	
	
	　



イ　輸送体制転換実証事業
	時期
	対象地域
	内容
	備考（積算基礎）

	

	
	
	



ウ　事業の推進指導
	時期

	内容
	備考

	
	
	



（２）地域内輸送体制持続化支援事業
　ア　輸送体制持続化推進事業
	時期
	設置場所
	内容
	備考（積算基礎）

	

	
	
	　



　イ　家畜運搬人材確保・育成支援事業
	時期
	内容
	備考

	
	
	



　ウ　輸送体制持続化実証事業
	時期
	対象地域
	内容
	備考（積算基礎）

	

	
	
	



　エ　事業の推進指導等
	時期
	内容
	備考

	
	
	



（注）各項目については、できるだけ具体的に記載すること。



